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・
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・
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こ
の
リ
ス
ト
は
２
月
１６
日
～
２
月
２２
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

添
島
康
夫

発
達
障
害
の
あ
る
子
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

二
二
〇
〇

学
苑
社

田
崎
達
明

食
品
衛
生
学

第
３
版

二
九
〇
〇

羊
土
社

錫
谷
達
夫

標
準
微
生
物
学

第
１５
版

七
二
〇
〇

医
学
書
院

安
藤
丈
将

香
港
を
耕
す

四
八
〇
〇

岩
波
書
店

松
本
悠
子

戦
場
に
忘
れ
ら
れ
た
人
々

三
八
〇
〇

京
都
大
学
学
術
出
版
会

清
水
展

ア
エ
タ

灰
の
な
か
の
未
来

二
九
〇
〇

同

宇
佐
見
耕
一

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム

二
七
〇
〇

晃
洋
書
房

福
本
賢
太

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
展
開

二
七
〇
〇

同

須
永
恵
美
子

イ
ス
ラ
ー
ム
・
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
三
二
〇
〇
人
文
書
院

小
嶌
康
史

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
宇
宙
物
理
の
基
礎

改
訂
版

三
八
〇
〇

日
本
評
論
社

関
根
孝

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
史
的
展
開
と
新
潮
流

四
二
〇
〇

同
文
舘
出
版

鹿
毛
敏
夫

近
世
天
文
塾
「
先
事
館
」
と
麻
田
剛
立

九
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館

中
野
等

中
近
世
九
州
・
西
国
史
研
究

一
二
〇
〇
〇

同

仁
藤
敦
史

古
代
王
権
と
東
ア
ジ
ア
世
界

一
〇
〇
〇
〇

同

飯
村
周
平

Ｈ
Ｓ
Ｐ
研
究
へ
の
招
待

二
〇
〇
〇

共
栄
書
房

安
藤
由
香
里

開
か
れ
た
入
管
・
難
民
法
を
め
ざ
し
て

二
一
〇
〇

日
本
評
論
社

佐
原
隆
幸

国
際
協
力
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

二
〇
〇
〇

弘
文
堂

朝
比
奈
新

荘
園
制
的
領
域
支
配
と
中
世
村
落

一
二
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館

赤
木
完
爾

国
際
安
全
保
障
が
わ
か
る
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

二
〇
〇
〇

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

ダ
ウ
ン
ズ

帝
国
の
疫
病

四
五
〇
〇

み
す
ず
書
房

押
山
詩
緒
里

〈
砂
漠
〉
の
中
で
生
き
る
た
め
に

三
二
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

ブ
リ
ナ

語
れ
、
内
な
る
沖
縄
よ

三
六
〇
〇

み
す
ず
書
房

藤
野
保

徳
川
幕
閣

二
二
〇
〇

吉
川
弘
文
館

李
舜
志

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス
テ
ィ
グ
レ
ー
ル
の
哲
学

二
二
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

デ
ル
ボ
ー

無
益
な
知
識

二
四
〇
〇

月
曜
社

三
浦
基
生

法
と
強
制

四
〇
〇
〇

勁
草
書
房

伊
達
聖
伸

世
俗
の
新
展
開
と
「
人
間
」
の
変
貌

四
〇
〇
〇

同

ケ
リ
ー

「
人
種
か
、
階
級
か
」
を
超
え
て
五
七
〇
〇

彩
流
社

木
暮
美
菜

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
価
値
共
創
メ
カ
ニ
ズ

ム

三
五
〇
〇

学
文
社

原
田
健
一

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
文
化
史

八
八
〇
〇

同

王
令
薇

《
中
学
生
日
記
》
の
メ
デ
ィ
ア
史
三
五
〇
〇

創
元
社

藤
田
純
一

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
診
療

二
二
〇
〇

日
本
評
論
社

清
水
順
子

徹
底
解
説

国
際
金
融

二
八
〇
〇

同

い
ま
語
る
べ
き
日
中
戦
争

三
〇
〇
〇

同
時
代
社

澁
谷
智
子

コ
ー
ダ

私
た
ち
の
多
様
な
語
り
一
五
〇
〇
生
活
書
院

堀
川
諭

知
的
障
害
者
と
「
わ
か
り
や
す
い
選
挙
」
三
〇
〇
〇
同

細
野
一
雄

経
験
知
の
継
承
か
ら
協
創
へ

二
八
〇
〇

文
真
堂

有
賀
誠

普
遍
主
義
の
可
能
性
／
不
可
能
性

四
五
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

シ
ラ
キ
ュ
ー
サ

核
兵
器

二
四
〇
〇

創
元
社

石
坂
浩
一

現
代
韓
国
を
知
る
た
め
の
６１
章

第
３
版

二
〇
〇
〇

明
石
書
店

ケ
ベ
ッ
ク
を
知
る
た
め
の
５６
章

第
２
版
二
〇
〇
〇
同

長
沢
栄
治

日
本
に
暮
ら
す
ム
ス
リ
ム

二
五
〇
〇

同

三
浦
進

新
・
明
治
の
革
命

第
３
版

二
〇
〇
〇

同
時
代
社

山
野
泰
子

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
析
七
八
〇
〇
東
京
大
学
出
版
会

田
中
ひ
か
る

国
境
を
超
え
る
日
本
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
五
〇
〇
〇
水
声
社

石
出
法
太

こ
れ
な
ら
わ
か
る
道
徳
教
科
書
の
人
物
Ｑ
＆
Ａ

一
七
〇
〇

大
月
書
店

高
橋
靖
恵

心
理
臨
床
に
生
き
る
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

三
三
〇
〇

日
本
評
論
社

イ
・
ギ
ド
ン

図
説

英
語
の
前
置
詞（
上
）（
下
）
各
二
二
〇
〇
開
拓
社

サ
イ
モ
ン

ハ
ム
レ
ッ
ト
工
場
火
災
三
六
〇
〇

玉
川
大
学
出
版
部

松
井
隆
志

流
さ
れ
な
が
ら
抵
抗
す
る
社
会
運
動

二
二
〇
〇

現
代
書
館

高
橋
晃
一

心
と
実
存

唯
識

二
四
〇
〇

春
秋
社

内
山
田
康

美
し
い
顔

三
二
〇
〇

同

東
め
ぐ
み

看
護
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
入
門

二
〇
〇
〇

照
林
社

勝
原
裕
美
子

看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
論

二
四
〇
〇

同

堀
内
園
子

認
知
症
看
護
入
門

二
五
〇
〇

同

筒
井
真
優
美

研
究
と
実
践
を
つ
な
ぐ
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
入
門

二
五
〇
〇

同

ソ
ー
ル
ツ
マ
ン

２
０
３
８
年
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

二
九
〇
〇

早
川
書
房

激
動
の
国
家
建
設

四
一
〇
〇

集
英
社

森
田
茂
紀

イ
ネ
の
根

二
五
〇
〇

農
文
協

根
深
誠

求
道
の
越
境
者
・
河
口
慧
海
三
〇
〇
〇
中
央
公
論
新
社

村
石
正
行

検
証

川
中
島
の
戦
い

一
七
〇
〇

吉
川
弘
文
館

藤
尾
慎
一
郎

弥
生
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か

一
七
〇
〇

同

小
野
昭

ド
ナ
ウ
の
考
古
学

一
八
〇
〇

同

山
本
タ
カ
ト

キ
マ
イ
ラ
の
柩

新
装
版
三
六
〇
〇

河
出
書
房
新
社

佐
藤
至
子

幕
末
の
合
巻

一
一
〇
〇
〇

岩
波
書
店

み
や
し
ろ
ち
う
こ

緑
土
な
す

一
四
五
〇

リ
ブ
レ

橋
本
賢
二

M
Y

B
E

S
T

ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー

三
六
〇
〇

大
阪
教
育
図
書

増
田
梨
花

わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
の
世
界

一
八
〇
〇

晃
洋
書
房

礒
崎
誠
二

ビ
ル
ボ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
の
挑
戦

二
二
〇
〇

リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

大
野
露
井

塔
の
な
い
街

二
二
〇
〇

河
出
書
房
新
社

小
平
麻
衣
子
他
編

サ
ン
リ
オ
出
版
大
全

三
六
〇
〇

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

ラ
バ
ト
ゥ
ッ
ツ

恐
る
べ
き
緑

二
五
〇
〇

白
水
社

佐
藤
さ
と
し

母
の
願
い

一
三
〇
〇

幻
冬
舎

山
田
光
美

シ
ウ
カ
ラ

一
八
〇
〇

同

木
曽
ひ
か
る

冬
萌

二
一
〇
〇

新
日
本
出
版
社

田
野
勲

越
境
す
る
作
家
た
ち

三
〇
〇
〇

彩
流
社

水
生
武
史

回
遊
魚

一
五
〇
〇

幻
冬
舎

モ
ン
テ
ー
ロ

世
界
を
救
う
た
め
の
教
訓

二
七
〇
〇

彩
流
社

神
永
学

悪
魔
の
審
判

二
〇
〇
〇

講
談
社

下
村
敦
史

そ
し
て
誰
か
が
い
な
く
な
る
一
八
〇
〇
中
央
公
論
新
社

村
上
春
樹

中
国
行
き
の
ス
ロ
ウ
・
ボ
ー
ト

一
八
〇
〇

同

渡
辺
裕
之

波
濤
の
檻

オ
ッ
ド
ア
イ

一
九
〇
〇

同

ペ
ー
シ
ョ
ン

ア
フ
ガ
ン
の
息
子
た
ち

一
八
〇
〇

小
学
館

凪
良
ゆ
う

ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド

一
五
〇
〇

中
央
公
論
新
社

麻
布
競
馬
場

令
和
元
年
の
人
生
ゲ
ー
ム

一
五
〇
〇

文
藝
春
秋

麻
布
競
馬
場

＃
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
ス
ト
ー
リ
ー

一
五
〇
〇

双
葉
社

東
川
篤
哉

博
士
は
オ
カ
ル
ト
を
信
じ
な
い
一
六
〇
〇

ポ
プ
ラ
社

ヤ
マ
モ
ト
シ
ョ
ウ

そ
し
て
レ
コ
ー
ド
は
ま
わ
る

一
六
〇
〇

幻
冬
舎

カ
ズ
・
タ
カ
ハ
シ

写
真
馬
鹿
、
ア
メ
リ
カ
を
撮
る
。

一
五
〇
〇

同

又
木
義
人

お
空
の
雲
に
な
る

一
三
〇
〇

同

保
科
恵

言
葉
で
繙
く
平
安
文
学

一
九
〇
〇

新
典
社

半
沢
幹
一

「
源
氏
物
語
」
巻
首
尾
文
論

一
八
〇
〇

同

毬
矢
ま
り
え

レ
デ
ィ
・
ム
ラ
サ
キ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

二
四
〇
〇

講
談
社

阿
部
智
里

望
月
の
烏

一
六
〇
〇

文
藝
春
秋

染
井
為
人

芸
能
界

一
七
〇
〇

光
文
社

松
城
明

観
測
者
の
殺
人

一
八
五
〇

双
葉
社

�
林
銘

毒
入
り
火
刑
法
廷

二
〇
〇
〇

光
文
社

最
果
タ
ヒ

無
人
島
に
は
水
と
漫
画
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

一
六
〇
〇

リ
ト
ル
・
モ
ア

額
賀
澪

鳥
人
王

一
六
〇
〇

光
文
社

嘉
島
唯

つ
ま
ら
な
い
夜
に
取
り
残
さ
れ
そ
う
で

一
四
〇
〇

小
学
館

�
崎
遊

正
し
き
地
図
の
裏
側
よ
り

一
七
〇
〇

集
英
社

神
尾
水
無
子

我
拶
も
ん

一
七
五
〇

同

阿
部
暁
子

カ
ラ
フ
ル

一
六
〇
〇

同

パ
ー
セ
ル

象
ら
れ
た
闇

三
七
〇
〇

早
川
書
房

川
崎
大
助

素
浪
人
刑
事

東
京
の
ふ
た
つ
の
城

二
三
〇
〇

同

藍
内
友
紀

天
使
と
石
こ
ろ

二
二
〇
〇

同

滝
沢
志
郎

雪
血
風
花

二
〇
〇
〇

双
葉
社

池
内
了

彷
徨
え
る
現
代
を
省
察
す
る

二
〇
〇
〇

而
立
書
房

田
渕
節
子

せ
っ
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
日
記
一
六
〇
〇
幻
冬
舎

中
川
信
子

こ
と
ば
を
は
ぐ
く
む

一
六
〇
〇

ぶ
ど
う
社

並
木
雄
一
郎

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
は
じ
め
て
の
ト
レ
ラ
ン

一
六
〇
〇

東
洋
出
版

渡
辺
弥
生

き
も
ち
っ
て
な
あ
に
？

一
五
〇
〇

金
の
星
社

内
田
麟
太
郎

た
ん
ぽ
ぽ
に
な
り
た
く
て

一
三
〇
〇

童
心
社

八
十
田
惠
子

ひ
と
す
じ
の
涙

一
四
〇
〇

集
文
社

長
砂
ヒ
ロ

デ
ジ
タ
ル
ス
ケ
ッ
チ
入
門

二
二
〇
〇

技
術
評
論
社

出
久
根
育

こ
ど
も
べ
や
の
よ
る

一
二
〇
〇

岩
波
書
店

花
原
史
樹

ね
、
こ
の
素
晴
ら
し
き
世
界

一
二
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

室
木
お
す
し

た
ま
に
取
り
出
せ
る
褒
め

一
一
五
〇

同

笙
野
頼
子

解
禁
随
筆
集

二
〇
〇
〇

鳥
影
社

竹
原
あ
き
子

パ
リ
か
ら
見
た
被
災
の
世
紀

一
八
〇
〇

緑
風
出
版

モ
モ
コ
グ
ミ
カ
ン
パ
ニ
ー

解
散
ノ
ー
ト

一
六
〇
〇

文
藝
春
秋

砂
澤
た
ま
ゑ

霊
能
一
代

増
補
改
訂
版

一
八
〇
〇

二
見
書
房

頭
木
弘
樹

口
の
立
つ
や
つ
が
勝
つ
っ
て
こ
と
で
い
い
の
か

一
八
〇
〇

青
土
社

モ
ト
リ
ー
・
ク
ル
ー
大
全

三
〇
〇
〇

シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

武
田
桃
子

鼻
を
か
み
ま
し
ょ
う

一
四
五
〇

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

片
岡
伸
行

神
々
の
ル
ー
ツ

二
四
〇
〇

新
日
本
出
版
社

谷
地
元
直
樹

は
じ
め
て
の
算
数
科
「
問
題
解
決
の
授
業
」

一
八
六
〇

明
治
図
書
出
版

山
田
洋
一

ク
ラ
ス
を
支
え
る
愛
の
あ
る
言
葉
か
け
一
七
六
〇

同

松
本
幸
夫

だ
か
ら
思
考
は
現
実
化
す
る
一
三
〇
〇
総
合
法
令
出
版

尾
藤
克
之

読
書
を
自
分
の
武
器
に
す
る
技
術

一
四
〇
〇

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

西
村
琢

だ
か
ら
声
か
け
、
話
し
合
う
一
五
〇
〇
東
洋
館
出
版
社

グ
ー
ヴ
ェ
イ
ア

男
の
子
を
ダ
メ
な
大
人
に
し
な
い
た
め
に
、
親
の
ぼ
く

が
で
き
る
こ
と

二
六
〇
〇

平
凡
社

横
田
富
信

子
ど
も
の
自
己
調
整
ス
キ
ル
を
磨
く

一
九
〇
〇

東
洋
館
出
版
社

古
舘
良
純

続
・
小
学
６
年
担
任
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

二
三
〇
〇

明
治
図
書
出
版

中
野
裕
己

授
業
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
９
割

一
九
〇
〇

同

鷲
直
仁

英
語
の
発
信
力
を
磨
く
異
文
化
理
解
の
視
点

一
四
〇
〇

開
文
社
出
版

お
お
の
た
ろ
う

い
な
い
い
な
い
ぶ
ー

一
一
〇
〇

ポ
プ
ラ
社

浜
田
哲
二

ず
っ
と
、
ず
っ
と
帰
り
を
待
っ
て
い
ま
し
た

一
六
〇
〇

新
潮
社

シ
ャ
フ
ル
ジ
ェ
ル
デ
ィ
ー

き
み
は
、
ぼ
う
け
ん
か

一
四
〇
〇

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

前
田
ま
ゆ
み

く
ま
の
こ
ポ
ー
ロ

た
び
だ
ち
の
も
り

一
五
〇
〇

主
婦
の
友
社

あ
べ
け
ん
じ

り
ん
ご
り
ら
っ
ぱ

一
〇
〇
〇

福
音
館
書
店

い
と
う
み
く

お
ね
え
ち
ゃ
ん
っ
て
、
も
う
さ
い
こ
う
！

一
〇
〇
〇

岩
崎
書
店

石
黒
圭

論
文
・
レ
ポ
ー
ト
の
基
本
一
六
〇
〇
日
本
実
業
出
版
社

五
十
嵐
杏
南

や
っ
て
み
た
！
研
究

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞

一
二
〇
〇

東
京
書
店

坂
本
真
綾

満
腹
論

二
二
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

岩
泉
舞
作
品
集

ミ
レ
ン
さ
ん
の
壺
一
三
〇
〇
小
学
館

三
浦
竜

江
戸
時
代
�
の
事
件
の
真
相
一
七
〇
〇

山
と
渓
谷
社

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ

酔
っ
払
い
の
回
顧
録

二
〇
〇
〇

リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

阿
部
浩
己

現
代
ニ
ッ
ポ
ン
の
大
問
題

一
六
〇
〇

あ
け
び
書
房

グ
リ
ー
ナ
ー

よ
う
こ
そ
！
思
春
期

二
二
〇
〇

大
月
書
店

黒
田
征
太
郎

も
し
も
ね
こ
が
そ
ら
を
と
べ
た
ら

一
八
〇
〇

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

馬
奈
木
昭
雄

続

農
家
の
法
律
相
談

二
〇
〇
〇

農
文
協

浅
古
泰
史

�
解
き
ゲ
ー
ム
理
論

一
八
〇
〇

大
和
書
房

北
村
英
哉

図
解

人
の
心
と
行
動
が
わ
か
る
社
会
心
理
学

一
五
〇
〇

大
和
書
房

北
田
博
充

本
屋
の
ミ
ラ
イ
と
カ
タ
チ
一
七
〇
〇

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

草
薙
厚
子

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
親
た
ち

一
七
〇
〇

イ
ー
ス
ト
プ
レ
ス

加
藤
美
砂
子

「
好
き
！
」
の
先
に
あ
る
未
来
一
四
五
〇

岩
波
書
店

三
浦
尊
明

希
望
の
お
墓
お
骨
仏

一
七
〇
〇

青
娥
書
房

ジ
ョ
ー
ン
ズ

ペ
ン
ギ
ン
の
ク
ラ
イ
ブ

二
一
〇
〇

化
学
同
人

青
山
邦
彦

の
り
も
の
い
っ
ぱ
い

一
五
〇
〇

金
の
星
社

か
わ
か
み
た
か
こ

あ
き
ち
の
の
は
ら
の
お
く
り
も
の
一
四
〇
〇
理
論
社

李
建
志

「
令
和
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
」
か
ら
考
え
る
日
本
の
住

宅
論

一
六
〇
〇

関
西
学
院
大
学
出
版
会

西
ヶ
谷
恭
弘

日
本
の
城
年
表

一
六
〇
〇

朝
日
新
聞
出
版

パ
リ
ッ
コ
の
都
酒
伝
説
フ
ァ
イ
ル
１
一
四
五
〇
双
葉
社

ニ
ー
他

ニ
ュ
ー
リ
テ
ー
ル
進
化
論

二
四
〇
〇

英
治
出
版

福
永
耕
太
郎

電
通
マ
ン
ぼ
ろ
ぼ
ろ
日
記
一
三
〇
〇
フ
ォ
レ
ス
ト
出
版

乗
京
真
知

中
村
哲
さ
ん
殺
害
事
件

一
六
〇
〇

朝
日
新
聞
出
版

鈴
木
拓
也

北
朝
鮮
・
拉
致
問
題
の
深
層

一
七
〇
〇

同

徳
永
進

い
の
ち
の
そ
ば
で

一
七
〇
〇

同

霜
鳥
ま
き
子

似
合
う
服
だ
け
着
て
い
た
い

一
四
〇
〇

文
藝
春
秋

書
評

酒井忠康著

�余白と照応
李禹煥ノート
１１・２４刊 Ａ５判１９２頁 本体３３００円

平凡社

李禹煥の芸術の本質を突く
人間の能力の回復には不可欠である
関係性という媒介こそが李禹煥の作品

宮田徹也

酒
井
忠
康
さ
ん
、
何
冊
目
の
単

著
か
。国
会
図
書
館
で
調
べ
る
と
、

一
六
三
冊
出
て
く
る
。
神
奈
川
県

立
近
代
図
書
館
美
術
図
書
室
を
見

る
と
、
一
二
四
冊
で
あ
る
。
編
や

共
著
も
含
ま
れ
る
し
、
こ
こ
で
は

そ
の
件
数
が
問
題
で
は
な
い
の
で

こ
こ
で
留
め
る
が
、
尋
常
な
数
で

は
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。

本
著
は
酒
井
さ
ん
が
、
一
九
九

三
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で
公
的

な
媒
体
で
発
表
し
た
一
三
件
に
未

発
表
一
件
と
書
き
下
ろ
し
二
件
を

加
え
た
、
計
一
六
件
の
李
禹
煥
論

で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
酒
井
さ
ん

の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
す
れ
ば
最
近
の

仕
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

李
禹
煥
さ
ん
は
、
世
界
的
な
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
巻
末
の
年

譜
を
簡
単
に
追
う
。一
九
三
六
年
、

大
韓
民
国
生
ま
れ
。一
九
六
一
年
、

日
本
大
学
文
理
学
部
哲
学
科
卒

業
。
一
九
六
七
年
、
サ
ト
ウ
画
廊

で
個
展
を
開
催
。
一
九
六
八
年
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
の
「
韓

国
現
代
絵
画
展
」
に
出
品
。

一
九
六
九
年
、
美
術
出
版
社
の

第
六
回
芸
術
評
論
募
集
に
「
事
物

か
ら
存
在
へ
」
を
応
募
し
て
入
選

す
る
。
以
降
、
制
作
と
批
評
活
動

の
両
面
で
「
モ
ノ
派
」
の
誕
生
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
。同
年
、第

一
〇
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
に
韓
国
代
表
と
し
て
出
品
。

一
九
七
八
年
、
西
ド
イ
ツ
、
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ク
ン
ス
ト
ハ

レ
に
て
絵
画
作
品
を
中
心
と
し
た

個
展
を
開
催
。
一
九
八
八
年
、
イ

タ
リ
ア
、
ミ
ラ
ノ
の
現
代
美
術
館

で
個
展
を
開
催
。
一
九
九
四
年
、

ソ
ウ
ル
の
国
立
現
代
美
術
館
に
て

個
展
を
開
催
。
二
〇
〇
五
年
、
横

浜
美
術
館
で
個
展
を
開
催
。

二
〇
一
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
て
個
展
を
開

催
。
二
〇
二
二
年
、
国
立
新
美
術

館
に
て
大
規
模
な
回
顧
展
を
開

催
。
二
〇
二
三
年
、
ド
イ
ツ
、
ベ

ル
リ
ン
の
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
・
バ
ー

ン
ホ
フ
現
代
美
術
館
に
て
、
回
顧

展
を
開
催
。

こ
の
よ
う
な
李
さ
ん
に
対
し

て
、
酒
井
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
記

す
。
「
李
禹
煥
が
信
頼
で
き
る
作

家
と
し
て
、
い
ま
、
世
界
的
に
活

躍
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
芸
術
が

人
間
の
失
わ
れ
た
能
力
の
回
復
を

契
機
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
／
い
さ
さ
か
時
間
的
な
経
過

を
経
て
、�
モ
ノ
派
�
の
原
点
を
探

る
の
は
容
易
で
な
く
な
っ
て
い

る
。
／
し
か
し
、
李
禹
煥
の
広
く

ま
た
深
い
思
索
と
そ
の
作
品
が
、

関
係
項
�
媒
介
と
な
っ
て
世
界
と

切
り
結
ぶ
と
こ
ろ
に
立
ち
会
っ
て

み
る
と
、
い
さ
さ
か
の
興
奮
を
禁

じ
得
な
い
も
の
が
体
内
を
通
り
抜

け
る
の
を
感
じ
る
。
《
項
》
の
設

置
に
立
ち
会
っ
て
、
作
業
中
の
李

禹
煥
を
み
て
い
る
と
、
彼
の
よ
う

す
は
い
ち
い
ち
声
を
か
け
て
指
示

す
る
厳
し
い
現
場
監
督
で
あ
る
と

同
時
に
、
ど
こ
と
な
し
に
わ
た
し

に
は
一
人
の
平
凡
な
庭
師
の
よ
う

に
も
み
え
た
」（
五
五
頁
）。

人
間
の
能
力
の
回
復
に
は
不
可

欠
で
あ
る
関
係
性
と
い
う
媒
介
こ

そ
が
李
さ
ん
の
作
品
で
あ
り
、
そ

れ
を
《
項
》
と
酒
井
さ
ん
は
呼
ぶ

の
だ
が
、
《
項
》
を
築
く
李
さ
ん

が
酒
井
さ
ん
に
は
厳
格
さ
よ
り
も

庭
師
の
よ
う
な
自
然
さ
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
よ
う
な
自
然
さ
、
は
、

次
の
論
考
に
も
当
て
嵌
ま
る
。

「�
斎
藤
義
重
展
�（
一
九
九
九

年
）
を
、
わ
た
し
ど
も
の
美
術
館

で
開
催
し
た
と
き
に
、
彼
は
�
斎

藤
義
重
の
仕
事
の
面
白
い
と
こ
ろ

は
、
破
壊
と
構
築
と
を
同
時
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
�
と
言

っ
た
。
こ
れ
は
芸
術
の
も
つ
不
思

議
な
力
に
つ
い
て
、
彼
が
そ
れ
ま

で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
集
約
し

た
言
葉
で
も
あ
っ
た
と
わ
た
し
は

解
釈
し
て
い
る
。
一
言
加
え
る
な

ら
、
斎
藤
義
重
と
い
う
の
は
、
彼

が
超
克
す
る
相
手
と
し
て
み
な
し

て
き
た
作
家
の
一
人
な
の
だ
が
、

李
禹
煥
に
わ
た
し
が
感
心
す
る
の

は
、
彼
は
的
確
で
、
鋭
い
批
評
の

言
葉
を
吐
く
け
れ
ど
も
、
い
ち
い

ち
そ
れ
が
自
身
に
向
け
ら
れ
た
課

題
と
も
な
っ
て
い
る
点
な
の
で
あ

る
」（
四
一
頁
）。
平
凡
な
庭
師
こ

そ
、
自
然
と
厳
し
く
向
き
合
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

酒
井
さ
ん
は
本
書
で
、
難
解
な

言
葉
を
使
用
せ
ず
に
、
李
さ
ん
の

作
品
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。
例
え
ば
以
下
が
あ
る
。
「
空

間
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
何
か

を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。
空

間
を
生
き
た
も
の
に
す
る
の
は
、

そ
の
な
か
に
�
変
化
�
を
内
在
さ

せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
（
三
二

頁
）
。
芸
術
を
抜
き
に
し
て
も
、

ハ
ッ
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。

李
さ
ん
は
批
評
だ
け
で
は
な
く

エ
ッ
セ
イ
や
詩
も
書
く
。
酒
井
さ

ん
は
李
さ
ん
の
文
章
に
「
日
本
語

の
底
を
流
れ
る
言
葉
の
湿
り
気
に

用
心
深
い
」と
言
う（
一
五
九
頁
）。

こ
れ
は
酒
井
さ
ん
に
も
当
て
嵌
ま

る
と
私
は
思
う
。

「
芸
術
の
観
念
を
加
担
さ
せ
が

ち
な
、現
実
に
た
い
す
る
不
満
は
、

し
ば
し
ば
憧
れ
と
い
う
か
た
ち

で
、
超
現
実
的
な
世
界
を
指
向
し

ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
今
日
の

現
代
美
術
に
お
け
る
�
現
代
�

は
、こ
の
歴
史
的
な
枠
の
な
か
に
、

ま
る
く
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
手
が
か
り

の
提
示
と
い
え
ば
、
あ
ま
り
に
も

漠
然
と
し
た
印
象
を
あ
た
え
ま
す

が
、
現
実
を
手
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
芸
術
表
現
の
制
約
は
、
芸

術
自
体
の
新
し
い
生
命
の
形
式
を

探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
の
変

化
を
感
知
す
る
意
識
の
領
野
と
結

び
つ
き
、
そ
の
過
程
は
長
期
で
苦

痛
に
み
ち
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
い

ま
、
と
い
う
時
間
の
凍
結
の
な
か

で
執
拗
に
問
い
な
お
さ
れ
る
の
で

す
」（
一
八
―
二
〇
頁
）。

李
さ
ん
の
芸
術
の
本
質
を
突
き

な
が
ら
も
、
酒
井
さ
ん
が
何
度
も

原
稿
を
書
き
、
本
を
編
み
直
す
理

由
が
こ
こ
に
あ
る
。
芸
術
が
生
み

出
さ
れ
、
そ
れ
を
幾
度
も
考
え
直

す
こ
と
。
そ
こ
に
こ
の
複
雑
な
時

代
に
向
き
合
う
機
運
が
齎
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
、
私
は
本
書
で
酒
井

さ
ん
と
李
さ
ん
か
ら
学
び
直
す
こ

と
が
で
き
た
。

（
嵯
峨
美
術
大
学
客
員
教
授
）

題名に引いたのは藤原定

家の和歌。John Carpentier

による英訳も知られるが、

「うつし」「おもかげ」と

いった鍵となる言葉が、容

易には英語に置き換えられ

ない。絵に「写し」た面相

に生身の感触が「移る」。

だが「顔」は「かんばせ」

ではなく「面」（おもて）

の「影」にすぎない。とは

いえ「かげ」は古語では陰

影ではなく、元来「ひかり」

の意味も持つ。かぐや姫も

「きと影になりぬ」とある。

隠身の術か、はたまた「光」

と化したのか。近松の浄瑠

璃「隅田川」には「お姿に

ふたつのかげか、ただしは

物の魅入れか」と見え、「か

げ」が憑依現象を暗示し、

現（うつつ）に「うつる」

幻との通路（かよひじ）の

所在も窺われる。

西洋文学で憑依現象を�
るとどうか。オスカー・ワ

イルドの『ドリアン・グレ

イの肖像』はエドガー�ア

ラン・ポーの短編「楕円形

の肖像」を下敷きにするが、

先行するバルザックの『知

られざる傑作』からエミー

ル・ゾラの『制作』まで、

画中の面影に憑依された主

人公たちは、ほぼ例外なく

悲劇的な結末を迎える。と

ころが東亜の奇譚は趣を異

にする。中国では張僧

Zhang Sengyouが描いた龍

に眼を入れると画面から飛

び去り、「画竜点睛」の証

拠物件は自動消滅する。同

行の逸話は枚挙に暇ない。

ユ ル ス ナ ー ル Marguerite

Yourcenarの「Wang Fuは如

何に救われたか」（『東方綺

譚』所収）。絵師が自らの

描いた画中の舟に乗り、画

中の湖面奥へと消え去る怪

異譚だが、平川祐弘説に従

えば、これはどうやら小泉

八雲Lafcadio Hearnが石川

鴻斎『夜窓鬼談』に取材し

た「果心居士の話」の焼き

直し。四方田犬彦も論ずる

とおり、この逸話は司馬	
太郎も脚色し、白土三平が

漫画仕立てを試みている。

その四方田氏はつげ義春

の「チーコ」を取り上げる。

漫画家が自分の写生した文

鳥を本物と見間違える。だ

が現実にはモノクロの素描

を実物と勘違いする筈はあ

るまい。まんまと騙される

のは漫画の読者だけ。とい

うのも、画中の文鳥が「本

物」なのかそれとも「画中

画」に過ぎないのか、読者

には見分ける術がないから

だ。言い換えるならば、画

中で発生している憑依現象

―絵画が実物に置き換わる

―は、画中という虚構世界

でしか成就しない。それも、

その画中には入り込めない

読者が画面の外に留まるか

らこそ、この魔術は功を奏

する。

西側世界では、虚実の敷

居を跨ぐ越境行為は、禁令

に触れて悲劇を招く。「似

姿」imageは、あくまで似

せ物
偽物でしかない。聖

画像iconを巡る論争、その

背景に伏在するイスラーム

の似像禁令、その源泉をな

す旧約聖書の偶像禁止の系

譜が織りなす禁忌である。

それに比べると、とりわ

け極東では、虚構世界が現

実へと闖入することも、こ

とさら禁忌とは見做されな

い。「写し」が現実へと「移

る」のは必定、必然。絵画

という「うつわ」が「現：

うつつ」と「虚ろ」とを�
ぐ「第三項目」、アリスト

テレス論理学の「排中律」

tiers exclusを裏切る「第三

項」認可tiers inclusとなる。

小泉八雲やユルスナールが

この夢現の両義的結界に狙

いを定めたのも、西側世界

の禁忌を無効にする魔術の

領分をそこに見出したが故

だろう。

枠組みの融通無碍に鼓常

良はRahmenlosigkeitの名を

授けた。「枠なし性」の謂

だが、寺山修司の映画では

底抜けの額縁が闊歩し、「具

体」の村上三郎も額縁だけ

の作品に「全ての世界」が

自在に出入りする虚構空間

を捏造した。René Clairの

映画Entre’acte（１９２９）で

は画面を破って人が現実へ

と闖入する。四次元の虚構

は、現実界秩序の安寧を脅

かすものなのか？

＊Dadu Leca, The Aesthetics

of Animation in Early Mod-

ern Japanese Portraiture, the

164th Nichibunken Lecture,

Fev. 13, 2024. 筆者のフロ

アからの即席の英語コメン

トに基づく備忘録
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